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副目的

款 項 目 大 中

実施計画対象

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

概ね４０歳以上の市民を対象として、主体的に体や心の健康づくりに取り組めるようにし、介

護を要する状態に陥ることなく健康で生き生きとした生活が送れるよう支援する。

内容

（手段）

保健センター　

成人保健係

3

健康増進法、健康こまきいきいきプラン

4

平成３１年度以降

健康づくり

総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

心と体の健康づくりへの取組みを支援します

1

平成１２年度以前

保健・福祉

4

～

1

◆26年度実施内容

健康教育事業（健康教室、地区健康教育の実施）

健康相談事業（定例健康相談、医師健康相談、予防相談、老人健康相談の実施）

機能訓練事業（減量及び筋力アップトレーニング）

訪問指導事業（疾病や介護予防が必要な人に対する訪問指導の実施）

を実施した。なお、事業については医師健康相談及び老人健康相談は医師が担当し、機能訓練は運

動指導士が講師となり、あとは正職員とアルバイト看護職で対応した。

いきいき世代の歯科健診事業は、40歳、50歳、60歳、70歳を対象に歯科医院に委託し、歯科健診を

実施した。

職域に対する歯周病予防個別相談を実施した。

健康こまきいきいきプランの推進及び、第2次健康こまきいきいきプランの策定をした。

◆26年度直接経費の内訳

老人健康相談事業委託料　  　　　　　　　　　　　　　　　 2,366千円

成人歯科健診事業委託料　　　　　　　　　　 　　　　　　　　992千円

いきいき世代個別歯科健診事業委託料 　　　　　　　　　 3,497千円
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担当課

事務事業名 担当部

根拠法令・個別計画

担当係

壮年期等保健事業

会計区分 事業類型一般会計 実施計画事業以外
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29,985
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91.9

財

源

13,368

1,793

34,546

0

16,136

費

用

従事者数

人件費

3.50

いきいき世代個別歯科健診事業委託料 　　　　　　　　　 3,497千円

第2次健康日本２１こまき計画策定委託料(最終評価) 　2,549千円

謝礼、需用費等　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　3,467千円

◆27年度実施内容

・第２次健康こまきいきいきプランを推進する。

・市民が健康づくりを実践する支援として、健康教育事業、健康相談事業、機能訓練事業、訪問指導、

成人歯科健診等を実施する。

◆27年度直接経費の内訳

老人健康相談事業委託料　  　　　　　　　 　2,366千円

成人歯科健診事業委託料　　　　　　　　　 　　992千円

いきいき世代個別歯科健診事業委託料　　3,800千円

謝礼、需用費等　　　　                 　     　　4,980千円
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実績

生活習慣の改善にすでに取

り組んでいる市民および今後

改善してみようと思っている

市民の割合

10

H25

128

68

269

270

15

260

15

8.0

255

8.0

事業の

達成状況

市民の健康づくり計画として、第2次健康こまきいきいきプランを策定し、市民に公表した。

健康日本21こまき計画推進部会の栄養部会においては、働き世代に対して朝食摂取の啓発

リーフレットを作成した。また、休養こころの部会では、睡眠に関する取組みをし、啓発グッズを

考えた。

Ｈ25年度まで2クール（24回）実施していた機能訓練事業を1クール（9回）に縮小した。

健康教育及び健康相談数が目標値より低いが、依頼数の変動によるものである。
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成果指標名

健康づくりに日頃から気を

つけている市民の割合
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事業実施におけ

る課題

平成17～26年度の10年計画である健康こまきいきいきプランにおいて、評価し計画を

策定した。運動習慣の減少や糖尿病予備軍が多いなど生活習慣に問題があることが

明らかになったので、改善に向けた取り組みが必要である。
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一次評価のとおり。

各事業の実施内容とその効果について精査し、効果が低いと思われる事業、受診

率や利用者の少ない事業などについては、廃止・縮小を含めた見直しを行うこと。

維　持

方向性の判定

事業を縮小・

廃止したときの

影響

方向性の判定 判　定　理　由

維　持

機能訓練事業については、実施無しとし、講師謝礼の削減をした。

健康づくりに積極的に参加できるよう健康づくりに取組んだ人が、ポイントを得て優待

を受けることができるマイレージ事業を利用し、健康づくり啓発をする。

第2次健康こまきいきいきプラン推進部会において、生活習慣改善に向けた事業検討

をする。

健康面において市民が質の高い生活が継続できるよう、介護予防や年齢・体力に合

わせた健康づくり支援など、生活面に着目したサービスを提供しており、他に類似す

る事業がないことから、これらの機能を果たせなくなると考える。

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２７年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）

平成26年度に事業見直しをし、平成27年度予算に反映し、縮小を行ったため、平成28

年については、平成27年度ベースで事業を行っていくため。

判定理由
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２８年度以降

の改善案

平成29年度の介護保険法の大幅な改正に向け、保健センターが担うべき介護予防に

ついて、壮年期から広く普及啓発していくよう事業を検討する。
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